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　「合格ラインの手前で止まってしまっていたの
を，ようやく一歩またげたことで，ここに自分の
番号があるんだなぁと感じました」と語るのは，
17年間にも及ぶ受験生活を経て平成27年度診断
士試験に合格された吉原伸二さん。出張先の電車
内で合格発表を確認した際は，何度も受験票とに
らめっこしたという。
　本章では，この長い長い受験生活を適度な距離
感で支え続けてくれた「とある応援者」の存在に
ついて伺った。

＜吉原さんの受験歴＞

◆開始年度 平成11年度（制度改定前）

◆合格年度 平成27年度（合格まで17年間）

◆ 学習スタイル  平成13・14年度は予備校に

通学。その後は基本的に独学

◆とある応援者 奥様

あきらめないで続けるという決意

―とある応援者（奥様）からのコトバが贈られ

た当時の状況を教えてください。

　コトバをもらったのは，平成14年度の 2次試
験で不合格だったときです。その年はかなりの時

間勉強し，全国模試でも1位になるなど，客観的
に見ても合格の確率が高い状況だったと思うので
すが，結果的には不合格。自分でも合格できると
思っていましたので，そのギャップが一番大きか
ったんです。だから本当につらくて，受験をやめ
ようかとまで思ったのが平成14年度でした。
　当時，育ち盛りの子どもが3人もいましたので，
これ以上家族を犠牲にすることはできないと思い，
家内に「もうやめようかなぁ」とこぼしたんです。

―そのとき，具体的にはどのようなコトバをか

けられたのですか。

　落ち込んでいるのを励ましてもらえると思った
ら，まったく違いました。「あと少しで合格した
かもしれないんじゃないの？ いまやめるのは，
惜しいと思うよ。お父さんがやりたいのなら，家
族は皆で応援するから大丈夫」と返されたんです。
　私は，「いまやめたら，すべては終わり」とい
う家内の叱咤を支えに，勉強を再開することにし
ました。家内はわかっていたんですね。「勉強を
続けたい」という私の気持ちを。
　そして，家内はそのコトバどおりに，夏～秋に
かけての家族のイベントを我慢してくれました。
試験当日の手づくり弁当には毎年，「お父さん，
頑張れ！」という手紙を入れてくれていたのです
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